　　　　　　　　
＜現　行＞(令和8年9月30日まで）
1 自己施術（柔道整復師による自身に対する施術）に係る療養費の請求が行われた柔道整復師である患者
2 自家施術（柔道整復師による家族に対する施術、柔道整復師による関連施術所の開設者及び従業員に対する施術）を繰り返し受けている患者 
3 保険者等が、患者に対する照会を適切な時期に患者に分かりやすい照会内容で繰り返し行っても、回答しない患者
4 複数の施術所において同部位の施術を重複して受けている患者
5 長期かつ頻回な施術を継続して受けている患者（初検日を含む月以降５ヶ月を超えて、かつ、1月あたり10回以上の施術を継続して受けている患者）


 備考：現行の類型①「自己施術」と②「自家施術」は療養費の支給対象外であることが通知で明記され類型からは削除となりました。
1 保険者等が、患者に対する照会を適切な時期に患者に分かりやすい照会内容で繰り返し行っても、回答しない患者（現行どおり）
2 複数の施術所において同部位の施術を重複して受けている患者（現行どおり）
3 長期かつ頻回な施術を継続して受けている患者（初検日を含む月以降５ヶ月を超えて、かつ、1月あたり10回以上の施術を継続して受けている患者）（現行どおり）
4 連続する12か月の間に、通算して8月以上かつ9部位以上について施術を受けている患者（令和9年1月以降に適用） （新設）
＜改　定＞(令和8年10月１日から）

